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背景 

• ALP flareとは、主に骨転移を伴う固形癌において、薬物療法
開始後にアルカリフォスファターゼ（ALP）が一過性に上昇し、
その後低下を認める現象と定義されている。 
 

• 発症機序について詳細は不明だが、治療後の治癒プロセスに
おける骨芽細胞活性化を反映していると推察されている。 
 

• ALP flareは予後因子として有用とされ、乳癌では予後良好（1） 、
前立腺癌では予後不良とする報告がある（2）。 

（1）J Clin Oncology 1995, 13: 1123-1128 

（2）Urology 2000, 56: 843-847 
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胃癌骨転移での検討：生存曲線 
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